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予定
時数

5

評価の観点・方法

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

4

10

10

関心意欲を、提出
物により評価す
る。 10

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

２
月

発表 1年間の学習の成果を発表する。 1

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

酸化と還元は常に同時に起こることを知る。酸素原子や水素原子が関係していない反応
についても、酸化と還元が電子の授受によって統一的に説明できることを理解する。

酸化と還元

月 1・2学期の総まとめ これまで学んだことに関して復習や実習を行い，理解を深める。

１
月

酸と塩基
４
月

５
月

６
月

指導内容
【年間授業計画】

物理の具体的な指導目標
【年間授業計画】

身のまわりの酸とアルカリにはどのような物質があるのかを調べ，理解する。

水素イオンとpH 酸性と塩基性の強弱の度合いの表し方を理解する。

７
月

1学期の総まとめ

酸と塩基の反応について理解する。

これまで学んだことに関して復習や実習を行い，理解を深める。

中和反応と塩の生成

代表的な酸化剤，還元剤としては，過マンガン酸カリウムや過酸化水素，ヨウ化カリウムである
ことを知る。実験観察を通して酸化剤としてはたらく物質は，より強い酸化剤との反応では還元
剤となることを知る。

９
月

6

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

月

関心意欲を、提出
物により評価す
る。酸化剤と還元剤

これまで学んだことを論文形式でまとめる。 8実践実習

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

関心意欲を、提出
物により評価す
る。

4

月 酸化還元反応の応用
実験観察を通して金属の陽イオンへのなりやすさを比較し，金属の反応性に違いがあることを
知る。金属と空気，水，酸などの反応性の違いは，金属のイオン化傾向と深い関係があること
を理解する。
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